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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス同期のための方法であって、
　　ネットワークからの同期情報を受信することから分離されたモバイルデバイスにおい
て、信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられたデバイス間（Ｄ２Ｄ）
リソース上で同期されたモバイルデバイスから受信することと、ここにおいて、前記信頼
性アラームは、同期信号が前記分離されたモバイルデバイスに近いことを示す、
　　前記信頼性アラームの信号強度がしきい値を超えることに少なくとも部分的に基づい
て前記信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられたリソース上で送信す
ることと、
　　前記分離されたモバイルデバイスによって、前記信頼性アラームに少なくとも部分的
に基づいて前記ネットワークと同期することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ネットワークと同期することは、
　　同期リソース上で前記同期信号を受信することと、ここにおいて、前記同期リソース
は、前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいて利用可能にされる、
　　前記同期信号に少なくとも部分的に基づいて前記ネットワークと同期することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられた前記Ｄ２Ｄリソース
上で送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記信頼性アラームを送信することは、
　　前記モバイルデバイスが前記ネットワークと同期されていない間、ある数の同期期間
にわたって前記信頼性アラームを送信することを備える、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記信頼性アラームを送信することは、
　　送信の確率に基づいて前記信頼性アラームを送信することを備える、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記信頼性アラームの前記信号強度が前記しきい値を超えると決定することをさらに備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ワイヤレス同期のためのモバイルデバイスであって、
　　ネットワークからの同期情報を受信することから分離された前記モバイルデバイスに
おいて、信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられたデバイス間（Ｄ２
Ｄ）リソース上で同期されたモバイルデバイスから受信するための手段と、ここにおいて
、前記信頼性アラームは、同期信号が前記分離されたモバイルデバイスに近いことを示す
、
　　前記信頼性アラームの信号強度がしきい値を超えることに少なくとも部分的に基づい
て前記信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられたリソース上で送信す
るための手段と、
　　前記分離されたモバイルデバイスによって、前記信頼性アラームに少なくとも部分的
に基づいて前記ネットワークと同期するための手段と
　を備える、デバイス。
【請求項８】
　前記ネットワークと同期するための前記手段は、
　　同期リソース上で前記同期信号を受信するための手段と、ここにおいて、前記同期リ
ソースは、前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいて利用可能にされる、
　　前記同期信号に少なくとも部分的に基づいて前記ネットワークと同期するための手段
と
　を備える、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記信頼性アラームは、タイムオフセットおよびカウンタのうちの少なくとも１つを備
えるアナログ信号を備える、請求項１に記載の方法、または請求項７に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられた前記Ｄ２Ｄリソース
上で送信するための手段をさらに備える、請求項７に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記信頼性アラームを送信するための前記手段は、
　　前記モバイルデバイスが前記ネットワークと同期されていない間、ある数の同期期間
にわたって前記信頼性アラームを送信するための手段を備える、
　請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記信頼性アラームを送信するための前記手段は、
　　送信の確率に基づいて前記信頼性アラームを送信するための手段を備える、
　請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
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　前記信頼性アラームの前記信号強度が前記しきい値を超えると決定するための手段をさ
らに備える、請求項７に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記同期リソースは、前記信頼性アラームのために予約されていない前記Ｄ２Ｄリソー
スのうちの少なくともいくらかを備える、請求項２に記載の方法、または請求項８に記載
のデバイス。
【請求項１５】
　コンピュータ上で実行されたときに請求項１～６のうちのいずれか一項に記載の方法を
実行するための命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本願は、本願の譲受人に譲渡された、２０１４年５月２３日に出願された、「
分散型デバイス間同期（Distributed Device-to-Device Synchronization）」と題する、
Ａｂｅｄｉｎｉ他による米国特許出願番号第１４／２８６，３５４の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　以下は、一般的には、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、デバイス間（
Ｄ２Ｄ：device-to-device）同期に関する。ワイヤレス通信システムは、音声、映像、パ
ケットデータ、メッセージング、ブロードキャスト、等のような様々なタイプの通信コン
テンツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステム
リソース（例えば、時間、周波数、および電力）を共有することによって複数のユーザと
の通信をサポートすることができる多元接続システムであり得る。そのような多元接続シ
ステムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）シ
ステム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（Ｏ
ＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００３】
　[0003]　一般的に、ワイヤレス多元接続通信システムは、それぞれが複数のモバイルデ
バイスに関する通信を同時にサポートする多数の基地局を含み得る。基地局は、ダウンス
トリームおよびアップストリームリンク上でモバイルデバイスと通信し得る。各基地局は
、セルのカバレッジエリアと称され得るカバレッジ範囲を有する。基地局は、カバレッジ
エリア内のデバイスに、同期のような様々なサービスを提供する。ネットワーク同期の範
囲は、（カバレッジ内の）デバイスがまた、ネットワークタイミングに基づいて、同期信
号をデバイス間通信のために割り当てられたいくつかのリソース上で送信する場合、さら
に拡張されることができる。時には、コロケートされた（collocated）デバイスのクラス
タ（clusters）が、残りのネットワークから分離した状態（isolated）になり得る。モバ
イルデバイス、またはモバイルデバイスのグループが通信ネットワークに関連付けられた
全ての基地局の（拡張された）カバレッジエリアの外に移動した場合、モバイルデバイス
はカバレッジを失い、結果として通信ネットワークによって提供されるサービスの損失を
伴う。モバイルデバイスのグループは、互いにある程度の同期を維持し得るが、それらが
分離した状態で時が経過するにつれて、ネットワークとの同期は信頼性に欠けるもの（un
reliable）になり得る。モバイルデバイスのグループは、高密度な（dense）モバイルデ
バイスのシナリオにおいて利用可能なリソースの全てを使用し得る。その結果、これらモ
バイルデバイスは、たとえそれらが信頼できるネットワークタイミングで同期信号の範囲
内に移動したとしても、これら占有されたリソース上で更なる同期信号を受信することは
できず、依然として分離されたままであり得る。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]　以下で説明されるのは、Ｄ２Ｄ同期を提供する方法、システム、およびデバイ
スである。信頼性アラーム（reliability alarm）は、モバイルデバイス間で使用され得
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、それは、特定のＤ２Ｄリソース上で送信および／または受信される。リソースは信頼性
アラームのために予約されるので、ネットワーク同期から以前に分離されたモバイルデバ
イスは、信頼性アラームを受信することができる。アラームは、モバイルデバイスが信頼
できるデバイスの範囲内に移動した場合、信頼できる同期信号が近いことを示し得る。い
ったん信頼性アラームが受信されると、モバイルデバイスは、それが信頼できるデバイス
から同期信号を受信することができるよう、他のリソースをフリー（free）にし得る。モ
バイルデバイスは、その後、受信された同期信号に基づいてネットワークと同期し、後続
の分離されたデバイスが使用することができるようにそれ自体の信頼性アラームを送信し
得る。
【０００５】
　[0005]　いくつかの実施形態において、ワイヤレス同期のための方法は、モバイルデバ
イスにおいて、信頼性アラームを信頼性アラームのために割り当てられたリソース上で受
信することと、信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいてネットワークと同期するこ
ととを含む。
【０００６】
　[0006]　いくつかの実施形態において、ワイヤレス同期のための装置は、モバイルデバ
イスにおいて、信頼性アラームを信頼性アラームのために割り当てられたリソース上で受
信するための手段と、信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいてネットワークと同期
するための手段とを含む。
【０００７】
　[0007]　いくつかの実施形態において、ワイヤレス同期のための装置は、プロセッサと
、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶される命令とを含む。命令は
、モバイルデバイスにおいて、信頼性アラームを信頼性アラームのために割り当てられた
リソース上で受信し、信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいてネットワークと同期
するようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【０００８】
　[0008]　いくつかの実施形態において、ワイヤレス同期のためのコンピュータプログラ
ム製品は、モバイルデバイスにおいて、信頼性アラームを信頼性アラームのために割り当
てられたリソース上で受信し、信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいてネットワー
クと同期するようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的なコンピュー
タ可読媒体を含む。
【０００９】
　[0009]　方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品の様々な実施形態は
、信頼性アラームを信頼性アラームのために割り当てられたリソース上で送信するという
特徴、手段、および／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。いくつかの
場合において、ネットワークと同期することは、同期リソース上で同期信号を受信するこ
とであって、同期リソースが信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいて利用可能にさ
れる、受信することと、同時信号に少なくとも部分的に基づいてネットワークと同期する
ことと、を含む。信頼性アラームは、タイムオフセットおよびカウンタのうちの少なくと
も１つを含むアナログ信号を含み得る。信頼性アラームを送信することは、モバイルデバ
イスが前記ネットワークと同期されていない間、ある数の同期期間にわたって信頼性アラ
ームを送信することを含み得る。いくつかの場合において、信頼性アラームを送信するこ
とは、送信の確率（probability）に基づいて信頼性アラームを送信することを含む。
【００１０】
　[0010]　方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品の様々な実施形態は
、信頼性アラームがしきい値を超えると決定するという特徴、手段、および／またはその
ためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。信頼性アラームのために割り当てられたリソ
ースは、デバイス間（Ｄ２Ｄ）リソースを含み得る。いくつかの場合において、同期リソ
ースは、信頼性アラームのために予約されていないデバイス間（Ｄ２Ｄ）リソースのうち
の少なくともいくつかを含む。
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【００１１】
　[0011]　説明される方法および装置の適用性のさらなる範囲は、以下の詳細な説明、特
許請求の範囲、および図面から明らかになるであろう。詳細な説明の範囲および趣旨内の
様々な変更および修正が当業者に明らかになるであろうことから、詳細な説明および具体
例は、例示のみを目的として与えられる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　[0012]　本発明の本質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付された図において、類似のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照
ラベルを有し得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルに、類似
のコンポーネントを区別するハイフンと第２のラベルとを後続させることによって、区別
され得る。本明細書において第１の参照ラベルのみが使用される場合、その説明は、第２
の参照ラベルに関係なく同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのいずれか
１つに適用可能である。
【図１】[0013]　図１は、様々な実施形態による、ワイヤレス通信システムを示す。
【図２】[0014]　図２は、様々な実施形態による、例示的なワイヤレス通信システムの図
を示す。
【図３】[0015]　図３は、様々な実施形態による、ワイヤレス通信システムにおけるデバ
イス間（Ｄ２Ｄ）同期の例を示すコールフロー図を示す。
【図４Ａ】[0016]　図４Ａは、様々な実施形態による、ワイヤレス通信システムで用いら
れ得る例示的なデバイスのブロック図を示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、様々な実施形態による、ワイヤレス通信システムで用いられ得る例
示的なデバイスのブロック図を示す。
【図５】[0017]　図５は、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期のために構成されたモバイ
ルデバイスのブロック図を示す。
【図６】[0018]　図６は、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期のために構成され得る通信
システムのブロック図を示す。
【図７】[0019]　図７および８は、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期の方法（単数また
は複数）を図示するフロー図である。
【図８】図７および８は、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期の方法（単数または複数）
を図示するフロー図である。
【詳細な説明】
【００１３】
　[0020]　ワイヤレス通信システムにおけるデバイス間同期が説明される。モバイルデバ
イス、および／またはモバイルデバイスのクラスタが、ネットワーク同期信号から分離し
た状態になる場合、信頼できるタイミング信号の存在に気付くために、カタリスト（cata
lyst）がモバイルデバイスに必要とされ得る。信頼性アラームのために割り当てられた特
定のリソース上で信頼性アラームを使用することによって、モバイルデバイスは、たとえ
、それのＤ２Ｄリソースの残りが他のモバイルデバイスとの通信によって占有されても、
信頼できるタイミング信号がいつ存在したかを検出することができる。信頼性アラームが
検出されると、モバイルデバイスは、リソース上での同期信号の受信を可能にするために
Ｄ２Ｄリソースをフリーにし得る。モバイルデバイスは、それが同期される前に、および
／またはそれが同期しようとしている時に、送信の確率に従って、ある特定の数の同期期
間にわたってそれ自体の信頼性アラームを送信し始め得る。モバイルデバイスがフリーに
されたリソース上で同期信号を受信することができる場合、それは、ネットワークと同期
するために信号を使用し得る。いったんモバイルデバイスがネットワークと同期されると
、それは、他の分離された（isolated）または信頼性に欠ける（unreliable）モバイルデ
バイスが検出することができるように依然として同期されたままでありながら、割り当て
られたリソースの間に信頼性アラームを送信し得る。
【００１４】
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　[0021]　よって、以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲において記載
される範囲、適用性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から
逸脱することなく、記載される要素の機能および配置において変更がなされ得る。様々な
実施形態は、適宜、様々な手順またはコンポーネントを省略、代用、あるいは追加し得る
。例えば、説明される方法は、説明されるものとは異なる順序で実行され、様々なステッ
プが追加、省略、または組み合わせられ得る。また、ある特定の実施形態に関して説明さ
れる特徴は、他の実施形態で組み合され得る。
【００１５】
　[0022]　図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の例を示
す図である。ワイヤレス通信システム１００は、複数の基地局１０５（例えば、発展型ノ
ードＢ（ｅＮＢ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセスポイン
ト、または他のアクセスポイント）、多数のモバイルデバイス１１５、およびコアネット
ワーク１３０を含む。基地局１０５のいくつかは、基地局コントローラ（図示せず）の制
御下でモバイルデバイス１１５と通信し、基地局コントローラは、様々な例において、基
地局１０５のうちのある特定の１つまたはコアネットワーク１３０の一部であり得る。基
地局１０５のいくつかは、バックホール１３２を通してコアネットワーク１３０と制御情
報および／またはユーザデータを通信し得る。いくつかの例において、基地局１０５のい
くつかは、直接的または間接的のいずれかで、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクで
あり得るバックホールリンク１３４上で互いに通信し得る。ワイヤレス通信システム１０
０は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上の動作をサポートし得る。マルチキ
ャリア送信機は、変調された信号を複数のキャリア上で同時に送信することができる。例
えば、各通信リンク１２５は、上述された様々な無線技術に従って変調されたマルチキャ
リア信号であり得る。各変調された信号は、異なるキャリア上で送られ、制御情報（例え
ば、パイロットシンボル、基準信号、制御チャネル、等）、オーバヘッド情報、データ、
等を搬送し得る。システム１００は、ネットワークリソースを効率的に割り当てることが
できるマルチキャリアロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））ネットワー
クであり得る。
【００１６】
　[0023]　基地局１０５は、１つ以上の基地局アンテナを介してモバイルデバイス１１５
とワイヤレスで通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれのカバレッジエリア１１０
のための通信カバレッジを提供し得る。いくつかの例において、基地局１０５は、アクセ
スポイント、ベーストランシーバ局（ＢＴＳ）、無線基地局、無線トランシーバ、基本サ
ービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、発展型ノードＢ（
ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、ＷＬＡＮアクセスポイント、ＷｉＦｉノ
ードまたは何らかの他の適切な用語で称され得る。基地局１０５のためのカバレッジエリ
ア１１０は、カバレッジエリア（図示せず）の一部のみを構成するセクタに分割され得る
。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（例えば、マクロ、マ
イクロ、および／またはピコ基地局）を含み得る。基地局１０５はまた、セルラおよび／
またはＷＬＡＮ無線アクセス技術のような異なる無線技術を利用し得る。基地局１０５は
、同じまたは異なるアクセスネットワークまたはオペレータ展開に関連付けられ得る。同
じまたは異なるタイプの基地局１０５のカバレッジエリアを含み、同じまたは異なる無線
技術を利用し、および／または同じまたは異なるアクセスネットワークに属する、異なる
基地局１０５のカバレッジエリアは、重複し得る。
【００１７】
　[0024]　コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（例えば、Ｓ１アプリケーシ
ョンプロトコル、等）を介して基地局１０５と通信し得る。基地局１０５はまた、例えば
、バックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２アプリケーションプロトコル、等）を介して
および／またはバックホールリンク１３２を介して（例えば、コアネットワーク１３０を
通して）、直接的または間接的に互いに通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、
同期または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームお
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よび／またはゲートタイミングを有し、異なる基地局からの送信は、ほぼ時間的に揃えら
れ得る。非同期動作の場合、基地局は、異なるフレームおよび／またはゲートタイミング
を有し、異なる基地局からの送信は、時間的に揃えられない可能性がある。本明細書で説
明される技法は、同期または非同期動作のいずれかに使用され得る。
【００１８】
　[0025]　モバイルデバイス１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体に分散され、
各モバイルデバイス１１５は、固定またはモバイルであり得る。モバイルデバイス１１５
はまた、当業者によって、ユーザ機器（ＵＥ）、モバイル局、加入者局、モバイルユニッ
ト、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、ワイヤレスデバイス、ワイヤ
レス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワ
イヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、
クライアント、または何らかの他の適切な用語で称され得る。モバイルデバイス１１５は
、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、
ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレ
スフォン、腕時計または眼鏡のようなウェアラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ
（ＷＬＬ）局、等であり得る。モバイルデバイス１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、
フェムトｅＮＢ、リレー、等と通信することが可能であり得る。モバイルデバイス１１５
はまた、ＷＬＡＮアクセスネットワーク、またはセルラあるいは他のワイヤレスワイドエ
リアネットワーク（ＷＷＡＮ）アクセスネットワークのような、異なるタイプのアクセス
ネットワーク上で通信することが可能であり得る。モバイルデバイス１１５とのいくつか
の通信モードにおいて、通信は、複数の通信リンク１２５またはチャネル（すなわち、コ
ンポーネントキャリア）上で行われ得、ここで、各チャネルまたはコンポーネントキャリ
アは、モバイルデバイスと多数のセル（例えば、サービングセルであり、それは、いくつ
かの場合において、異なる基地局１０５であり得る）のうちの１つとの間で確立される。
【００１９】
　[0026]　ワイヤレス通信システム１００に示される通信リンク１２５は、アップリンク
（ＵＬ）通信（例えば、モバイルデバイス１１５から基地局１０５への送信）を搬送する
ためのアップリンクチャネル（またはコンポーネントキャリア）および／またはダウンリ
ンク（ＤＬ）通信（例えば、基地局１０５からモバイルデバイス１１５への送信）を搬送
するためのダウンリンクチャネル（またはコンポーネントキャリア）を含み得る。ＵＬ通
信または送信は、逆方向リンク通信または送信とも呼ばれ、その一方でＤＬ通信または送
信は、順方向リンク通信または送信とも呼ばれ得る。
【００２０】
　[0027]　本開示のある特定の例において、モバイルデバイス１１５は、コロケートされ
たデバイスのクラスタが残りのネットワークから分離されたときなどに、ネットワーク同
期を実行し得る。モバイルデバイス１１５は、同期のためにとっておかれた（set aside 
for）リソース上で信号を検出することによって同期情報が利用可能であることを認識し
得る。いくつかの場合において、リソースは、基地局１０５と同期されたモバイルデバイ
ス１１５によって使用され、信頼性アラームを送信するために使用される。いくつかの実
施形態において、モバイルデバイス１１５は、基地局１０５等を通して、ネットワークと
同期されず、信頼性アラームを、同期された時に、他のモバイルデバイス１１５から受信
し得る。信頼性アラームは、同期を可能にするために分離されたモバイルデバイス１１５
によって同期手順をプロンプト（prompt）し得る。いったん同期されると、モバイルデバ
イス１１５は、その後、後続のモバイルデバイス１１５に信頼性アラームを送信し得る。
【００２１】
　[0028]　図２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム２００の例を示
す図である。ワイヤレス通信システム２００は、基地局１０５－ａおよび複数のモバイル
デバイス１１５－ａおよび１１５－ｂを含む。基地局１０５－ａは、図１の基地局１０５
の例であり得る。モバイルデバイス１１５－ａおよび／または１１５－ｂは、図１のモバ
イルデバイス１１５の例であり得る。



(8) JP 6615789 B2 2019.12.4

10

20

30

40

50

【００２２】
　[0029]　システム２００は、基地局１０５－ａ等を通じて、ネットワークと同期される
モバイルデバイス１１５－ａを含み得る。いくつかの場合において、モバイルデバイス１
１５－ａは、同期されたクラスタを形成する。同期されたクラスタ内で、１つのモバイル
デバイス１１５－ａが、デバイス間（Ｄ２Ｄ）通信リンク２０５を通して同期情報を他の
モバイルデバイス１１５－ｂに転送し得る。
【００２３】
　[0030]　時には、モバイルデバイス１１５－ｂのクラスタは、分離されたクラスタとな
り得る。クラスタが外部のタイミングソース（例えば、ワイドエリアネットワーク（ＷＡ
Ｎ）、全地球測位システム（ＧＰＳ））との接続を有しない、または失った場合、クラス
タは分離した状態になり得る。高密度のワイヤレス通信環境など、いくつかの場合には、
Ｄ２Ｄリソースは、クラスタのモバイルデバイス１１５－ｂ間の通信等のために、クラス
タ内で十分に使用され得る。その結果、クラスタは、これら占有されたリソース上でネッ
トワークの残りから更なる同期信号を受信することができなくなり、分離した状態になり
得る。分離が原因で、モバイルデバイス１１５－ｂの分離されたクラスタのタイミングは
、信頼性に欠けるものとなり、外部のタイミング基準に対するそれらの残りの時間および
周波数オフセットをさらに分解する（resolve）ことができなくなり得る。さらに、利用
可能なリソースが占有され得るので、分離されたクラスタ内での通信等では、クラスタは
、信頼できるタイミングを備えた他のクラスタを認識するおよび／またはそれとマージ（
merging）するのが困難であり得る。よって、たとえ信頼できるタイミング信号が分離さ
れたクラスタに利用可能になるとしても、それは、信号が存在することを認識できず、依
然として分離されたままであり得る。
【００２４】
　[0031]　信頼性アラーム２１０のような信号を使用することによって、モバイルデバイ
ス１１５－ｂの分離されたクラスタは、１つが利用可能となれば、信頼できる同期信号に
気付き得る。信頼性アラーム２１０は、予約されたＤ２Ｄリソースのような予約されたリ
ソースを使用して送信され得る。予約されたリソースを使用することで、分離されたモバ
イルデバイス１１５－ｂは、残りのＤ２Ｄリソースが、それのクラスタのモバイルデバイ
ス１１５－ｂのような他のモバイルデバイス１１５－ｂと通信するために使い果たされた
ときでさえ、信頼アラーム２１０を受信し得る。
【００２５】
　[0032]　それらの近くで信頼できるタイミングの存在を検出することができるモバイル
デバイス１１５－ａは、信頼性アラーム２１０を送信、またはブロードキャストし得る。
信頼性に欠けるモバイルデバイス１１５－ｂは、例えば、信頼性アラーム２１０を受信す
ると、リソースをフリーにし得、それは、同期のために使用され得る。リソースをフリー
することによって、信頼性に欠けるモバイルデバイス１１５－ｂは、最近フリーにされた
リソースのような利用可能なリソース上で同期信号を受信し得、それは、モバイルデバイ
ス１１５－ｂをネットワークおよび／または外部のタイミング基準と同期するために使用
され得る。
【００２６】
　[0033]　図３は、いくつかの実施形態による、Ｄ２Ｄ同期のために構成されたシステム
内の通信を示すコールフロー図３００である。図３は、基地局１０５－ｂとモバイルデバ
イス１１５－ｃおよび１１５－ｄとの間の通信を示す。基地局１０５－ｂは、図１の基地
局１０５の一例であり得る。モバイルデバイス１１５－ｃおよび１１５－ｄは、図１のモ
バイルデバイス１１５の一例であり得る。
【００２７】
　[0034]　同期情報３０５は、基地局１０５－ｂからモバイルデバイス１１５－ｃおよび
１１５－ｄに送信され得る。同期情報３０５は、ＷＬＡＮまたはＧＰＳネットワークのよ
うなネットワークに関するタイミング情報を含み得る。モバイルデバイス１１５－ｄは、
モバイルデバイス１１５－ｄをネットワークおよび／または同期情報から分離した状態に
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させる、分離イベント３１０を経験（undergo）し得る。分離イベント３１０は、基地局
１０５－ｂから同期情報３０５を、および／または信頼できるタイミングを有すると考え
られるモバイルデバイス１１５－ｃから同期情報を、もはや受信することができないロケ
ーションに、モバイルデバイス１１５－ｄが移動することによって発生し得る。いくつか
の場合において、モバイルデバイス１１５－ｄは、基地局１０５－ｂのようなネットワー
クから同期情報を受信することができないことが原因で、および、他のモバイルデバイス
１１５との通信のために使用されるなど、すべてのＤ２Ｄリソースが使用されるので、別
のモバイルデバイス１１５－ｃから同期情報を受信することができないことが原因で、分
離イベント３１０が発生する。モバイルデバイス１１５－ｄがネットワークからの同期信
号から分離されることをもたらす他のイベントが発生し得るが、簡潔のために詳細には説
明しない。
【００２８】
　[0035]　モバイルデバイス１１５－ｃは、同期情報３０５を基地局１０５－ｂから受信
し続けること等によって、ネットワークと同期されたままであり得る。モバイルデバイス
１１５－ｃは、依然としてネットワークと同期されているので、信頼性アラーム３１５を
送信し得る。分離されたモバイルデバイス１１５－ｄが同期されたモバイルデバイス１１
５－ｃのＤ２Ｄ通信の範囲内にある場合、それは、信頼性アラーム３１５を受信し得る。
信頼性アラーム３１５は、信頼性アラーム３１５のために予約されたリソース上で送信お
よび／または受信され得る。いくつかの場合において、信頼性アラーム３１５は、アナロ
グ信号であり、それは、エネルギーベースの検出を可能にし得る。信頼性アラーム３１５
は、タイムオフセット、少なくとも１つのカウンタ、および／または同期に関する他の情
報を含み得る。いくつかの実施形態において、信頼性アラーム３１５は、ＯＦＤＭシステ
ムにおける１つのシンボルのような、単一のブロック上で送信され、Ｄ２Ｄ同期リソース
内にあり得る。
【００２９】
　[0036]　いくつかの場合において、分離されたモバイルデバイス１１５－ｄは、信頼性
アラーム３１５の信号強度としきい値を比較し得る。信頼性アラーム３１５がしきい値を
超える場合、分離されたモバイルデバイス１１５－ｄは、モバイルデバイス１１５－ｃか
らの他の信号および／または信頼性アラーム３１５を分析し続け得る。信頼性アラーム３
１５がしきい値を超えない場合、分離されたモバイルデバイス１１５－ｄは、信頼性アラ
ーム３１５を処理せず、しきい値を超える信頼性アラーム３１５が受信されるまで予約さ
れたリソースを監視し続け得る。
【００３０】
　[0037]　分離されたモバイルデバイス１１５－ｄは、同期信号がリソースの期間中に受
信され得るように、リソースの期間中には信号を送信しないこと等によって、リソースを
フリーにし得る３２０。いくつかの場合において、フリーにされたリソースは、Ｄ２Ｄリ
ソースの全てまたはサブセットである。いくつかの場合において、分離されたモバイルデ
バイス１１５－ｄは、しきい値を超える信頼性アラーム３１５のような、別の信頼性アラ
ーム３１５を受信すると、信頼性アラーム３１５－ａを送信し始め得る。分離されたモバ
イルデバイス１１５－ｄは、ある数の、例えばＴ個の、連続的な同期期間にわたって信頼
性アラーム３１５－ａを送信し得、ここで、Ｔは、ゼロを超える。いくつかの場合におい
て、分離されたモバイルデバイス１１５－ｄが依然として信頼性に欠けるタイミングを有
する間、および／または同期されていない間、信頼性アラーム３１５－ａは、送信の確率
に基づいて送信され得る。いくつかの実施形態において、モバイルデバイス１１５－ｄは
、それが同期送信に参加するようにスケジュールされた場合、信頼性アラームを送信する
のみである。
【００３１】
　[0038]　分離されたモバイルデバイス１１５－ｄは、同期されたモバイルデバイス１１
５－ｃからＤ２Ｄ同期情報３２５を受信し得る。Ｄ２Ｄ同期情報３２５は、フリーのリソ
ース３２０を使用して受信され得る。Ｄ２Ｄ同期情報は、分離されたモバイルデバイス１
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１５－ｄが、基地局１０５－ｂ等を通じて、同期されたモバイルデバイス１１５－ｃおよ
び／またはネットワークと同期するのに役立ち得る、時間および／または周波数オフセッ
トまたは任意の他の情報を含み得る。
【００３２】
　[0039]　モバイルデバイス１１５－ｄは、基地局１０５－ｂ等を通じて、ネットワーク
および／または同期されたモバイルデバイス１１５－ｃと同期し得る３３０。いくつかの
場合において、受信されたＤ２Ｄ同期情報３２５は、モバイルデバイス１１５－ｄを同期
するために使用される３３０。
【００３３】
　[0040]　モバイルデバイス１１５－ｄは、信頼性アラーム３１５を送信し得る。信頼性
アラーム３１５は、信頼できるタイミングを備えたモバイルデバイス１１５－ｄに気付く
ために後続のモバイルデバイス１１５によって受信され得る、および／または後続のモバ
イルデバイス１１５のために使用され得る。
【００３４】
　[0041]　図４Ａは、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期のために構成されたデバイス４
００を示すブロック図である。デバイス４００は、モバイルデバイス１１５－ｅであり得
、それは、図１のモバイルデバイス１１５の一例であり得る。デバイス４００は、図１の
基地局１０５の一例であり得る。いくつかの実施形態において、デバイス４００は、プロ
セッサである。デバイス４００は、受信機モジュール４０５、Ｄ２Ｄ同期モジュール４１
５、および／または送信機モジュール４１０を含み得る。いくつかの場合において、受信
機モジュール４０５および送信機モジュール４１０は、単一の、または複数のトランシー
バモジュールである。受信機モジュール４０５および／または送信機モジュール４１０は
、統合プロセッサを含み得、それらはまた、発振器および／またはタイマを含み得る。受
信機モジュール４０５は、基地局１０５および／またはモバイルデバイス１１５から信号
を受信し得る。受信機モジュール４０５は、同期情報３０５を受信すること、信頼性アラ
ーム３１５を受信すること、および／またはＤ２Ｄ同期情報３２５を受信することを含む
、図３において上述されたシステムおよびコールフローの動作、または動作の一部を実行
し得る。送信機モジュール４１０は、信号を基地局１０５および／またはモバイルデバイ
ス１１５に送信し得る。送信機モジュール４１０は、同期情報３０５を送信すること、信
頼性アラーム３１５を送信すること、および／またはＤ２Ｄ同期情報３２５を送信するこ
とのような、図３において上述されたシステムおよびコールフローの動作、または動作の
一部を実行し得る。
【００３５】
　[0042]　デバイス４００は、Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５を含み得る。Ｄ２Ｄ同期モジ
ュール４１５は、統合プロセッサを含み得る。Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５は、他のデバ
イスと同期し得る、および／またはそれが同期していることを他のデバイスに知らせる。
Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５は、同期されたデバイスから信頼性アラームを受信し得る、
および／または分析し得る。Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５は、分離イベントが発生したと
決定し得る。さらに、Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５は、同期情報を受信する等のために、
リソースをフリーにし得る。Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５は、Ｄ２Ｄ同期情報のような、
同期情報を分析し得る、および／またはそれと同期し得る。Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５
は、送信されるべき信頼性アラームを準備（prepare）し得る。Ｄ２Ｄ同期モジュール４
１５は、データベースを含み得る。データベースは、基地局１０５、モバイルデバイス１
１５、チャネル条件、しきい値、および／または同期情報に関する情報を記憶し得る。
【００３６】
　[0043]　例として、デバイス４００は、受信機モジュール４０５、Ｄ２Ｄ同期モジュー
ル４１５、および送信機モジュール４１０を通じて、同期情報３０５および／またはＤ２
Ｄ同期情報３２５を送信および／または受信すること、同期情報３０５および／またはＤ
２Ｄ同期情報３２５等を用いて、分離イベント３１０を決定および／または認識すること
、信頼性アラーム３１５を送信および／または受信すること、リソースをフリーにするこ
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と３２０、および／または同期すること３３０を含む、図３に関連して上述されたシステ
ムおよびコールフロー、および／または図２に関連して上述されたシステムの動作、また
は動作の一部を実行し得る。
【００３７】
　[0044]　図４Ｂは、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期のために構成されたデバイス４
００－ａのブロック図を示す。デバイス４００－ａは、図４Ａのデバイス４００の一例で
あり得、デバイス４００－ａは、デバイス４００について上述されたのと同じまたは同様
の機能を実行し得る。いくつかの実施形態において、デバイス４００－ａはモバイルデバ
イス１１５－ｆであり、それは、図１、２、３、および４Ａのうちのいずれかまたは全て
に関連して上述されたモバイルデバイス１１５の１つ以上の態様を含み得る。いくつかの
実施形態において、デバイス４００－ａは、図１、２、３、および４Ａのうちのいずれか
または全てに関連して上述された基地局１０５の一例である。デバイス４００－ａはまた
、プロセッサであり得る。いくつかの場合において、デバイス４００－ａは、図４Ａの受
信機モジュール４０５の一例であり得る受信機モジュール４０５－ａを含み、受信機モジ
ュール４０５－ａは、受信機モジュール４０５について上述されたのと同じまたは同様の
機能を実行し得る。いくつかの場合において、デバイス４００－ａは、図４Ａの送信機モ
ジュール４１０の一例であり得る送信機モジュール４１０－ａを含み、送信機モジュール
４１０－ａは、送信機モジュール４１０について上述されたのと同じまたは同様の機能を
実行し得る。
【００３８】
　[0045]　いくつかの実施形態において、デバイス４００－ａは、図４ＡのＤ２Ｄ同期モ
ジュール４１５の一例であり得るＤ２Ｄ同期モジュール４１５－ａを含む。Ｄ２Ｄ同期モ
ジュール４１５－ａは、信頼性アラームモジュール４２０を含み得る。信頼性アラームモ
ジュール４２０は、信頼性アラーム３１５を分析および／または準備すること、および／
または分離イベント３１０を決定および／または認識することのような、図３に上述され
たシステムおよびコールフローの動作、または動作の一部を実行し得る。
【００３９】
　[0046]　いくつかの実施形態において、デバイス４００－ａは、同期モジュール４２５
を含む。同期モジュール４２５は、同期情報３０５および／またはＤ２Ｄ同期情報３２５
のような同期情報を分析および／または準備すること、リソースをフリーにすること３２
０、および／または同期すること３３０のような、図３に上述されたシステムおよびコー
ルフローの動作、または動作の一部を実行し得る。
【００４０】
　[0047]　いくつかの実施形態よると、デバイス４００および／または４００－ａのコン
ポーネントは、個々にまたは集合的に、ハードウェアで適用可能な機能のうちのいくつか
または全てを実行するように適合された少なくとも１つの特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）を用いて実現され得る。他の実施形態において、デバイス４００および／または４０
０－ａの機能は、少なくとも１つの集積回路（ＩＣ）上で、少なくとも１つの処理ユニッ
ト（またはコア）によって実行される。他の実施形態において、他のタイプの集積回路（
例えば、構造化（structured）／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他の半カスタムＩＣ）が使用され、これらは、当該技
術分野において知られている任意のやり方でプログラムされ得る。各ユニットの機能はま
た、全体的にまたは部分的に、メモリに組み込まれた命令により実現され、少なくとも１
つの汎用または特定用途向けのプロセッサによって実行されるようにフォーマットされ得
る。
【００４１】
　[0048]　図５は、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期のために構成されたモバイルデバ
イス１１５－ｇのブロック図５００である。モバイルデバイス１１５－ｇは、パーソナル
コンピュータ（例えば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレ
ットコンピュータ、等）、セルラ電話、ＰＤＡ、スマートフォン、デジタルビデオレコー
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ダ（ＤＶＲ）、インターネット家電、ゲーム機、ｅ－リーダー、等のような、様々な形態
（configuration）のうちのいずれかを有し得る。モバイルデバイス１１５－ｇは、モバ
イル動作を容易にするために、小型バッテリのような内部電源（図示せず）を有し得る。
いくつかの実施形態において、モバイルデバイス１１５－ｇは、図１、２、３、４Ａおよ
び／または４Ｂのモバイルデバイス１１５の一例であり得る。
【００４２】
　[0049]　モバイルデバイス１１５－ｇは、一般的に、通信を送信するためのコンポーネ
ントおよび通信を受信するためのコンポーネントを含むデータ通信および双方向音声のた
めのコンポーネントを含み得る。モバイルデバイス１１５－ｇは、プロセッサモジュール
５７０、メモリ５８０、送信機／変調器５１０、受信機／復調器５１５、および１つ以上
のアンテナ（単数または複数）５３５を含み得、それらは、それぞれ（例えば、少なくと
も１つのバス５７５を介して）互いに直接的または間接的に通信し得る。モバイルデバイ
ス１１５－ｇは、送信機／変調器モジュール５１０および受信機／復調器モジュール５１
５を介して複数のワイヤレス送信を同時に送信および／または受信することができる多重
アンテナ５３５を含み得る。例えば、モバイルデバイス１１５－ｇは、Ｘ個のアンテナ５
３５、Ｍ個の送信機／変調器モジュール５１０、およびＲ個の受信機／復調器５１５を有
し得る。送信機／変調器モジュール５１０は、信号をアンテナ５３５のうちの少なくとも
１つを介して基地局１０５および／または他のモバイルデバイス１１５に送信するように
構成され得る。送信機／変調器モジュール５１０は、パケットを変調し、変調されたパケ
ットを送信のためにアンテナ５３５に提供するように構成されたモデムを含み得る。受信
機／復調器５１５は、アンテナ５３５のうちの少なくとも１つから受信されたパケットを
受信し、ＲＦ処理を実行し、復調するように構成され得る。いくつかの例において、モバ
イルデバイス１１５－ｇは、アンテナ５３５毎に１つの受信機／復調器５１５を有し得（
すなわち、Ｒ＝Ｘ）、その一方で他の例では、ＲはＸより小さいまたは大きくあり得る。
送信機／変調器５１０および受信機／復調器５１５は、複数のＭＩＭＯレイヤおよび／ま
たはコンポーネントキャリアを介して複数の基地局１０５および／またはモバイルデバイ
ス１１５と同時に通信することが可能であり得る。
【００４３】
　[0050]　図５のアーキテクチャによれば、モバイルデバイス１１５－ｇはまた、Ｄ２Ｄ
同期モジュール４１５－ｂを含み得る。例として、Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５－ｂは、
バス５７５を介してモバイルデバイス１１５－ｇの他のコンポーネントのいくつかまたは
全てと通信状態にあるモバイルデバイス１１５－ｇのコンポーネントであり得る。あるい
は、Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５－ｂの機能は、送信機／変調器５１０、受信機／復調器
５１５のコンポーネントとして、コンピュータプログラム製品として、および／またはプ
ロセッサモジュール５７０の少なくとも１つのコントローラ要素として実現され得る。
【００４４】
　[0051]　メモリ５８０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ５８０は、実行されると、プロセッサモジュール５７０に、
本明細書で説明された様々な機能を実行させる（例えば、分離イベントを決定する、信頼
性アラームを分析する、同期情報を分析する、リソースをフリーにする、同期する、等）
ように構成された命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能なソフトウェア
／ファームウェアコード５８５を記憶し得る。あるいは、ソフトウェア／ファームウェア
コード５８５は、プロセッサモジュール５７０によって直接的に実行可能でない場合があ
るが、（例えば、コンパイルおよび実行されると）コンピュータに、本明細書で説明され
た機能を実行させるように構成され得る。
【００４５】
　[0052]　プロセッサモジュール５７０は、例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイ
クロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、等のようなインテリジェントハ
ードウェアデバイスを含み得る。モバイルデバイス１１５－ａは、マイクロフォンを介し
てオーディオを受信すること、オーディオを受信されたオーディオを表わすパケット（例
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えば、長さ２０ｍｓ、長さ３０ｍｓ、等）に変換すること、オーディオパケットを送信機
／変調器モジュール５１０に提供すること、およびユーザが話しているかどうかのインジ
ケーションを提供することを行うように構成されたスピーチエンコーダ（図示せず）を含
み得る。
【００４６】
　[0053]　モバイルデバイス１１５－ｇは、図１、２、３、４Ａ、および／または４Ｂの
モバイルデバイス１１５に関して上述された態様を実現するように構成され得、ここでは
簡潔のために繰り返さない。よって、Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５－ｂは、図４ＡのＤ２
Ｄ同期モジュール４１５および／または図４ＢのＤ２Ｄ同期モジュール４１５－ａに関連
して上述されたモジュールおよび機能を含み得る。さらに、あるいはその代わりに、Ｄ２
Ｄ同期モジュール４１５－ｂは、図７に関連して説明される方法７００および／または図
８に関連して説明される方法８００を実行し得る。
【００４７】
　[0054]　図６は、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期のために構成され得る通信システ
ム６００のブロック図を示す。このシステム６００は、図１、図２、または図３に図示さ
れたシステム１００、２００、または３００の態様の一例であり得る。システム６００は
、ワイヤレス通信リンク１２５上でモバイルデバイス１１５と通信するために構成された
基地局１０５－ｃを含む。基地局１０５－ｃは、１つ以上のコンポーネントキャリア上で
通信することが可能であり得、通信リンク１２５のための複数のコンポーネントキャリア
を使用するキャリアアグリゲーションを実行することが可能であり得る。基地局１０５－
ｃは、例えば、システム１００、２００、または３００で示されるような基地局１０５、
またはデバイス４００または４００－ａであり得る。
【００４８】
　[0055]　いくつかの場合において、基地局１０５－ｃは、１つ以上のワイヤードバック
ホールリンクを有し得る。基地局１０５－ｃは、例えば、コアネットワーク１３０－ａへ
のワイヤードバックホールリンク（例えば、Ｓ１インターフェース、等）を有するＬＴＥ
 ｅＮＢ１０５であり得る。基地局１０５－ｃはまた、基地局間通信リンク（例えば、Ｘ
２インターフェース、等）を介して、基地局１０５－ｄおよび基地局１０５－ｅのような
、他の基地局１０５と通信し得る。基地局１０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス
通信技術を使用してモバイルデバイス１１５と通信し得る。いくつかの場合において、基
地局１０５－ｃは、基地局通信モジュール６１５を利用して１０５－ｄおよび／または１
０５－ｅのような他の基地局と通信し得る。いくつかの実施形態において、基地局通信モ
ジュール６１５は、いくつかの基地局１０５間の通信を提供するために、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを提供し得る。いくつか
の実施形態において、基地局１０５－ｃは、コアネットワーク１３０－ａを通して他の基
地局と通信し得る。いくつかの場合において、基地局１０５－ｃは、ネットワーク通信モ
ジュール６６５を通してコアネットワーク１３０－ａと通信し得る。
【００４９】
　[0056]　基地局１０５－ｃのためのコンポーネントは、図１、２、３、４Ａ、および／
または４Ｂの基地局１０５に関して上述された態様を実現するように構成され得、ここで
は簡潔のために繰り返さない。例えば、基地局１０５－ｃは、図４のＤ２Ｄ同期モジュー
ル４１５の一例であり得る、Ｄ２Ｄ同期モジュール４１５－ｃを含み得る。
【００５０】
　[0057]　基地局１０５－ｃは、アンテナ６４５、トランシーバモジュール６５０、メモ
リ６７０、およびプロセッサモジュール６６０を含み得、それらは、それぞれ、（例えば
、バスシステム６８０を介して）直接あるいは間接的に、互いに通信し得る。トランシー
バモジュール６５０は、アンテナ６４５を介して、マルチモードデバイスであり得るモバ
イルデバイス１１５と双方向で通信するように構成され得る。トランシーバモジュール６
５０（および／または基地局１０５－ｃの他のコンポーネント）はまた、アンテナ６４５
を介して、他の基地局（図示せず）と双方向で通信するように構成され得る。トランシー



(14) JP 6615789 B2 2019.12.4

10

20

30

40

50

バモジュール６５０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ
６４５に提供し、アンテナ６４５から受信されたパケットを復調するように構成されたモ
デムを含み得る。基地局１０５－ｃは、それぞれ少なくとも１つの関連アンテナ６４５を
備えた、多重トランシーバモジュール６５０を含み得る。
【００５１】
　[0058]　メモリ６７０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ６７０はまた、実行されると、プロセッサモジュール６６０
に、本明細書で説明された様々な機能を実行させる（例えば、分離イベントを決定する、
信頼性アラームを送信する、同期情報を送信する、等）ように構成された命令を含む、コ
ンピュータ読取可能、コンピュータ実行可能なソフトウェアコード６７５を記憶し得る。
あるいは、ソフトウェア６７５は、プロセッサモジュール６６０によって直接的に実行可
能でない場合があるが、例えば、コンパイルおよび実行されると、コンピュータに、本明
細書で説明された機能を実行させるように構成される。
【００５２】
　[0059]　プロセッサモジュール６６０は、例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイ
クロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、等のようなインテリジェントハ
ードウェアデバイスを含み得る。プロセッサモジュール６６０は、エンコーダ、キュー処
理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無線装置コントローラ、デジタルシグナルプロ
セッサ（ＤＳＰ）、等のような、様々な特殊用途プロセッサを含み得る。
【００５３】
　[0060]　図６のアーキテクチャによると、基地局１０５－ｃは、通信管理モジュール６
４０をさらに含み得る。通信管理モジュール６４０は、他の基地局１０５との通信を管理
し得る。通信管理モジュール６４０は、他の基地局１０５と連携してモバイルデバイス１
１５との通信を制御するためのスケジューラおよび／またはコントローラを含み得る。例
えば、通信管理モジュール６４０は、モバイルデバイス１１５への送信のスケジューリン
グまたはビームフォーミングおよび／またはジョイント送信（joint transmission）のよ
うな様々な干渉緩和技法を実行し得る。
【００５４】
　[0061]　図７は、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期のための方法７００を示すフロー
図である。方法７００は、例えば、図１、２、３、４Ａ、４Ｂ、５、および６のデバイス
、システム、およびコールフロー１００、２００、３００、４００、４００－ａ、５００
、および６００を使用して実現され得る。
【００５５】
　[0062]　ブロック７０５において、モバイルデバイス１１５は、信頼性アラームを、信
頼性アラームのために割り当てられたリソース上で受信し得る。例えば、ブロック７０５
における動作は、図４ＡのＤ２Ｄ同期モジュール４１５、図４Ｂの信頼性アラームモジュ
ール４２０、および／または図５のデバイス５００によって実行され得る。
【００５６】
　[0063]　ブロック７１０において、モバイルデバイス１１５は、信頼性アラームに少な
くとも部分的に基づいてネットワークと同期し得る。例えば、ブロック７１０における動
作は、図４ＡのＤ２Ｄ同期モジュール４１５、図４Ｂの同期モジュール４２５、および／
または図５のデバイス５００によって実行され得る。
【００５７】
　[0064]　図８は、様々な実施形態による、Ｄ２Ｄ同期のための方法８００を示すフロー
図である。方法８００は、例えば、図１、２、３、４Ａ、４Ｂ、５、および６のデバイス
、システム、およびコールフロー（単数または複数）１００、２００、３００、４００、
４００－ａ、５００、および６００を使用して実現され得る。
【００５８】
　[0065]　ブロック８０５において、モバイルデバイス１１５は、信頼性アラームを、信
頼性アラームのために割り当てられたリソース上で受信し得る。例えば、ブロック８０５
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における動作は、図４ＡのＤ２Ｄ同期モジュール４１５、図４Ｂの信頼性アラームモジュ
ール４２０、および／または図５のデバイス５００によって実行され得る。
【００５９】
　[0066]　ブロック８１０において、モバイルデバイス１１５は、信頼性アラームがしき
い値を超えると決定し得る。例えば、ブロック８１０における動作は、図４ＡのＤ２Ｄ同
期モジュール４１５、図４Ｂの信頼性アラームモジュール４２０、および／または図５の
デバイス５００によって実行され得る。
【００６０】
　[0067]　ブロック８１５において、モバイルデバイス１１５は、送信の確率に基づいて
、モバイルデバイスがネットワークと同期されていない間、ある数の同期期間にわたって
、信頼性アラームを信頼性アラームのために割り当てられたリソース上で送信し得る。例
えば、ブロック８１５における動作は、図４ＡのＤ２Ｄ同期モジュール４１５、図４Ｂの
信頼性アラームモジュール４２０、および／または図５のデバイス５００によって実行さ
れ得る。
【００６１】
　[0068]　ブロック８２０において、モバイルデバイス１１５は、同期リソース上で同期
信号を受信し得、ここにおいて、同期リソースは、信頼性アラームに少なくとも部分的に
基づいて利用可能にされる。いくつかの場合において、ブロック８２０における動作は、
図４ＡのＤ２Ｄ同期モジュール４１５、図４Ｂの同期モジュール４２５、および／または
図５のデバイス５００によって実行され得る。
【００６２】
　[0069]　ブロック８２５において、モバイルデバイス１１５は、同期信号に少なくとも
部分的に基づいてネットワークと同期し得る。いくつかの場合において、ブロック８２５
における動作は、図４ＡのＤ２Ｄ同期モジュール４１５、図４Ｂの同期モジュール４２５
、および／または図５のデバイス５００によって実行され得る。
【００６３】
　[0070]　ブロック８３０において、モバイルデバイス１１５は、信頼性アラームを信頼
性アラームのために割り当てられたリソース上で送信し得る。いくつかの場合において、
ブロック８３０における動作は、図４ＡのＤ２Ｄ同期モジュール４１５、図４Ｂの信頼性
アラームモジュール４２０、および／または図５のデバイス５００によって実行され得る
。
【００６４】
　[0071]　方法７００および８００が本明細書で説明されたツールおよび技法の実現の例
にすぎないことは当業者には明らかであろう。方法７００および８００は、再配置され得
る、または別の方法で他の実現が可能となるように修正され得る。
【００６５】
　[0072]　添付図面に関連して上述された詳細な説明は、例示的な実施形態を説明するも
のであり、実現され得る、または特許請求の範囲内にある実施形態のみを表すものではな
い。この説明全体を通して使用される「例示的」という用語は、「好ましい」または「他
の実施形態よりも有利である」ということではなく、「例、実例、あるいは例示として役
立つこと」を意味する。詳細な説明は、説明された技法の理解を提供する目的で、特定の
詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの特定の詳細なしで実施され得る。
いくつかの事例では、周知の構造およびデバイスは、説明された実施形態の概念を曖昧に
することを回避するためにブロック図形式で示される。
【００６６】
　[0073]　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちの任意のものを使用し
て表され得る。例えば、上記の説明の全体にわたって参照され得る、データ、命令、コマ
ンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場ある
いは磁粒子、光場あるいは光学粒子、またはそれら任意の組み合わせによって表され得る
。



(16) JP 6615789 B2 2019.12.4

10

20

30

40

50

【００６７】
　[0074]　本明細書で説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、
ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステムのような様々なワイヤレス通信システムのために使
用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば交換可能に使
用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（Ｕ
ＴＲＡ）、等のような無線技術を実現し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、Ｉ
Ｓ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは
、一般的に、ＣＤＭＡ２０００ 1Ｘ、1Ｘ、等と称される。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５
６）は、一般的に、ＣＤＭＡ２０００ １ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ
）、等と称される。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤ
ＭＡの他の変形を含む。ＴＤＭＡシステムは、移動体通信のためのグローバルシステム（
ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実現し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラ
モバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２
．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、
フラッシュＯＦＤＭ、等、のような無線技術を実現し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡ
は、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。
３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンス
ト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの最新リリースである。ＵＴＲＡ
、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナー
シッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と呼ばれる団体からの文書に説明されている。ＣＤＭ
Ａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２
）と呼ばれる団体からの文書に説明されている。本明細書で説明される技法は、上述され
たシステムおよび無線技術のみならず、他のシステムおよび無線技術に使用され得る。し
かしながら、上記の説明は、実例を目的としてＬＴＥシステムを説明しており、ＬＴＥ用
語が上記の説明の大部分において使用されているが、この技法はＬＴＥ適用を超えて適用
可能である。
【００６８】
　[0075]　本明細書の開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュー
ルは、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または他のプログ
ラマブルロジックデバイス、離散ゲートまたはトランジスタロジック、離散ハードウェア
コンポーネント、または本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれら任
意の組み合わせで実現または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであ
り得るが、代替において、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューテ
ィングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複
数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結した１つ以上のマイクロプロセッサ、または
任意の他のそのような構成として実現され得る。
【００６９】
　[0076]　本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれら任意の組み合わせで実現され得る。プロセ
ッサによって実行されるソフトウェアで実現される場合、機能は、コンピュータ可読媒体
上で、１つ以上の命令またはコードとして記憶または送信され得る。他の例および実現は
、本開示および特許請求の範囲の精神および範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性質
により、上述された機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア
、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのいずれかの組み合わせを使用し
て実現されることができる。機能を実現する特徴はまた、様々な位置において物理的に配
置され得、それは、機能の一部が異なる物理的な位置において実現されるように分配され
ることを含む。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、項目のリス
ト（例えば、「のうちの少なくとも１つ」または「のうちの１つ以上」のようなフレーズ
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で始まる項目のリスト）中で使用される「または」は、例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのう
ちの少なくとも１つ」のリストが、Ａ、またはＢ、またはＣ、またはＡＢ、またはＡＣ、
またはＢＣ、またはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するように離接的な
リスト（disjunctive list）を示す。
【００７０】
　[0077]　コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラ
ムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む
。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされることができる任意の
利用可能な媒体であり得る。それに制限されない例として、コンピュータ可読媒体は、Ｒ
ＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶装
置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、または、命令またはデータ構造
の形態で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するように使用されることができ
、汎用または特殊用途コンピュータ、あるいは汎用または特殊用途プロセッサによってア
クセスされることができる、任意の他の媒体を備えることできる。また、任意の接続は、
コンピュータ可読媒体と厳密には称される。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光
ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無
線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、また
は他の遠隔ソースから送信される場合には、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイ
ストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、
媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（
disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、
デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ
ディスクを含み、ここでディスク（disks）は、通常データを磁気的に再生し、一方ディ
スク（discs）は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。上記の組み合わせもま
た、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【００７１】
　[0078]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にする
ように提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者に容易に理解され、本明細書で
定義された一般的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく他の変形に適
用され得る。本開示を通して、「例」または「例示的」という用語は、例または実例を示
すものであり、言及された例に対するいかなる選好を暗に示すものでも必要とするもので
もない。よって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるように意図
されたものではなく、本明細書で開示された原理および新規な特徴と一致する最も広い範
囲が付与されるべきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス同期のための方法であって、
　　モバイルデバイスにおいて、信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当て
られたリソース上で受信することと、
　　前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいてネットワークと同期することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記ネットワークと同期することは、
　　同期リソース上で同期信号を受信することと、ここにおいて、前記同期リソースは、
前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいて利用可能にされる、
　　前記同期信号に少なくとも部分的に基づいて前記ネットワークと同期することと
　を備える、上記Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記信頼性アラームは、タイムオフセットおよびカウンタのうちの少なくとも１つを備
えるアナログ信号を備える、上記Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ４］
　信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられた前記リソース上で送信す
ることをさらに備える、上記Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記信頼性アラームを送信することは、
　　前記モバイルデバイスが前記ネットワークと同期されていない間、ある数の同期期間
にわたって前記信頼性アラームを送信することを備える、
　上記Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記信頼性アラームを送信することは、
　　送信の確率に基づいて前記信頼性アラームを送信することを備える、
　上記Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記信頼性アラームがしきい値を超えると決定することをさらに備える、上記Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ８］
　前記信頼性アラームのために割り当てられた前記リソースは、デバイス間（Ｄ２Ｄ）リ
ソースを備える、上記Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記同期リソースは、前記信頼性アラームのために予約されていない前記デバイス間（
Ｄ２Ｄ）リソースのうちの少なくともいくらかを備える、上記Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ワイヤレス同期のためのデバイスであって、
　　モバイルデバイスにおいて、信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当て
られたリソース上で受信するための手段と、
　　前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいてネットワークと同期するための手
段と
　を備える、デバイス。
［Ｃ１１］
　前記ネットワークと同期するための前記手段は、
　　同期リソース上で同期信号を受信するための手段と、ここにおいて、前記同期リソー
スは、前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいて利用可能にされる、
　　前記同期信号に少なくとも部分的に基づいて前記ネットワークと同期するための手段
と
　を備える、上記Ｃ１０に記載のデバイス。
［Ｃ１２］
　前記信頼性アラームは、タイムオフセットおよびカウンタのうちの少なくとも１つを備
えるアナログ信号を備える、上記Ｃ１０に記載のデバイス。
［Ｃ１３］
　信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられた前記リソース上で送信す
るための手段をさらに備える、上記Ｃ１０に記載のデバイス。
［Ｃ１４］
　前記信頼性アラームを送信するための前記手段は、
　　前記モバイルデバイスが前記ネットワークと同期されていない間、ある数の同期期間
にわたって前記信頼性アラームを送信するための手段を備える、
　上記Ｃ１３に記載のデバイス。
［Ｃ１５］
　前記信頼性アラームを送信するための前記手段は、
　　送信の確率に基づいて前記信頼性アラームを送信するための手段を備える、
　上記Ｃ１４に記載のデバイス。
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［Ｃ１６］
　前記信頼性アラームがしきい値を超えると決定するための手段をさらに備える、上記Ｃ
１０に記載のデバイス。
［Ｃ１７］
　前記信頼性アラームのために割り当てられた前記リソースは、デバイス間（Ｄ２Ｄ）リ
ソースを備える、上記Ｃ１０に記載のデバイス。
［Ｃ１８］
　前記同期リソースは、前記信頼性アラームのために予約されていない前記デバイス間（
Ｄ２Ｄ）リソースのうちの少なくともいくらかを備える、上記Ｃ１１に記載のデバイス。
［Ｃ１９］
　ワイヤレス同期のためのデバイスであって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　　　モバイルデバイスにおいて、信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当
てられたリソース上で受信することと、
　　　前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいてネットワークと同期することと
、
　　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、
　デバイス。
［Ｃ２０］
　前記ネットワークと同期することは、
　　同期リソース上で同期信号を受信することと、ここにおいて、前記同期リソースは、
前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいて利用可能にされる、
　　前記同期信号に少なくとも部分的に基づいて前記ネットワークと同期することと
　を備える、上記Ｃ１９に記載のデバイス。
［Ｃ２１］
　前記信頼性アラームは、タイムオフセットおよびカウンタのうちの少なくとも１つを備
えるアナログ信号を備える、上記Ｃ１９に記載のデバイス。
［Ｃ２２］
　前記命令は、
　　信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられた前記リソース上で送信
することを行うように前記プロセッサによってさらに実行可能である、
　上記Ｃ１９に記載のデバイス。
［Ｃ２３］
　前記信頼性アラームを送信することは、
　　前記モバイルデバイスが前記ネットワークと同期されていない間、ある数の同期期間
にわたって前記信頼性アラームを送信することを備える、
　上記Ｃ２２に記載のデバイス。
［Ｃ２４］
　前記信頼性アラームを送信することは、
　　送信の確率に基づいて前記信頼性アラームを送信することを備える、
　上記Ｃ２３に記載のデバイス。
［Ｃ２５］
　前記命令は、
　　前記信頼性アラームがしきい値を超えると決定すること
　を行うように前記プロセッサによってさらに実行可能である、上記Ｃ１９に記載のデバ
イス。
［Ｃ２６］
　前記信頼性アラームのために割り当てられた前記リソースは、デバイス間（Ｄ２Ｄ）リ
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［Ｃ２７］
　前記同期リソースは、前記信頼性アラームのために予約されていない前記デバイス間（
Ｄ２Ｄ）リソースのうちの少なくともいくらかを備える、上記Ｃ２０に記載のデバイス。
［Ｃ２８］
　非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
　　モバイルデバイスにおいて、信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当て
られたリソース上で受信することと、
　　前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいてネットワークと同期することと、
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶した、非一時的なコンピュータ
可読媒体。
［Ｃ２９］
　前記ネットワークと同期することは、
　　同期リソース上で同期信号を受信することと、ここにおいて、前記同期リソースは、
前記信頼性アラームに少なくとも部分的に基づいて利用可能にされる、
　　前記同期信号に少なくとも部分的に基づいて前記ネットワークと同期することと
　を備える、
　上記Ｃ２８に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］
　前記命令は、
　　信頼性アラームを前記信頼性アラームのために割り当てられた前記リソース上で送信
すること
　を行うように前記プロセッサによってさらに実行可能である、上記Ｃ２８に記載の非一
時的なコンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２】
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